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ブックトーク「動物のひみつをさぐろう」 

 

ねらい いろいろな動物のからだのつくりやひみつに興味をもつ 

対象学年 小学校 2年生 

時期 東京書籍『新しい国語 二年下』単元「ビーバーの大工事」の前後 

所要時間 15分 

紹介する本 『どうぶつ館 -原寸大- 小学館の図鑑 NEO』成島 悦雄/監修 小学館 

『図書館ラクダがやってくる -子どもたちに本をとどける世界の活動-』マーグリート・ルアー

ズ/著 さ・え・ら書房 

『どうぶつえんガイド -よんでたのしい!いってたのしい!-』あべ 弘士/さく・え 福音館書店  

『ホネホネどうぶつえん』西澤 真樹子/監修・解説 アリス館 

『くちばし -どれが一番りっぱ?-？』ビアンキ/ぶん 福音館書店 

 

導入 今日のブックトークのテーマは「動物のひみつをさぐろう」です。 

いろいろな動物がいますが・・・まずは、これを見てください。 

 

１冊目 『どうぶつ館 -原寸大- 小学館の図鑑 NEO』です。 

これは、動物の本物の大きさがわかる写真絵本です。 

（2ページを開け、ラクダの文字を隠して写真を見せる） 

みなさん、この動物は何でしょう？ 

正解は、ラクダです。 

ラクダといえば、すぐに背中のこぶに目が行きますが、こぶ以外にもラクダにはたくさんのひみつ

があります。 

たとえば、この写真でわかるように、ラクダはとてもまつげが長いです。 

これは、砂漠で砂が目に入りにくくするためです。 

砂が入ってくるのを防ぐために、ラクダは鼻のあなを閉じることもできます。 

では、もう少しラクダのひみつを見てみましょう。 

ラクダと人間には、とても深いつながりがあります。じつは、人間に飼われているラクダは、砂漠が

ある場所にたくさんいます。 

ラクダは、あることをしてとても人間の役に立っているのですが、ラクダのお仕事は何でしょう？ 

正解は、荷物を運ぶことです。いろいろな荷物がありますが、図書館の本を運んでくれるラクダも

います。 

 

２冊目 （『図書館ラクダがやってくる』の表紙と 18ページを見せながら） 

みなさんは、移動図書館を見たことがありますか。 
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移動図書館は、車などで、図書館から遠い地域に住む人たちのために、本を運んでくれるもので

す。 

モンゴルやアフリカなどの地域では、車ではなくラクダなどの動物が、近くに図書館のない人たち

のために本を届けてくれています。 

ラクダ一頭で、重さ 200キロ、500冊もの本を運ぶことができるそうです。すごい力持ちですね。 

ここでは、2週間に一度、ラクダが新しい本を運んできてくれます。 

世界には、こんな素敵な図書館もあるのですね。 

では、なぜラクダは、砂漠などの水の少ない場所で長い時間重たい荷物を運ぶことができるの

でしょうか？ 

ひみつはラクダのこぶにあります。 

 

３冊目 （『どうぶつえんガイド』を見せる） 

この本は、北海道の旭山動物園というところで飼育員をしていたあべさんが書きました。 

飼育員さんですから、たくさんの動物たちのひみつについて知っています。 

（1ページ、ラクダのところを開けて見せる） 

ラクダのこぶはおべんとう、と書いてありますね。 

（ラクダの説明部分を一部読み聞かせする） 

こぶの中には、脂肪といってバターのようなものが詰まっています。だから、栄養満点です。 

暑い砂漠の旅では、このおべんとうが元気の素になります。 

だから、ラクダは水の少ないところでも重たい荷物を運ぶことができるのですね。 

（2ページ、ゾウのところを開けて見せる） 

次のページをみると、ゾウのひみつについて書かれています。 

（ゾウの説明部分を一部読み聞かせする） 

このように、ゾウは、長い鼻を使っていろいろなことができるのですね。 

ではみなさん、このゾウの鼻の中はどうなっていると思いますか？骨はある？ない？ 

 

４冊目 （『ホネホネどうぶつえん』の 8ページを開けて見せる） 

ゾウの鼻には、骨はありません。 

でも、とても強くてよく動く鼻は、とびきり強い筋肉でできているのです。 

今日は、動物のひみつについてわかる本を紹介しました。 

またみなさんも、気になったものがあれば見てくださいね。 

最後に、今日は紹介しなかった鳥の本を読んで終わりたいと思います。 

鳥のくちばしにも、ぞれぞれ決まった役割があるようです・・・。 

 

５冊目 （『くちばし どれが一番りっぱ？』を読み聞かせする。約８分） 
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結び これで、「動物のひみつ」ブックトークを終わります。 

ありがとうございました。 

今日紹介した本のリストがここにありますので、ほしい人は持っていってください。 

 

 


